
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

CV-22 オスプレイ（写真：羽村平和委会） 

日本共産党東村山市 新人市議会議員（2 年目突入） 

浅見みどり通信 

 

一人ひとりが尊重される東村山市へ   ＮＯ．１７ 

 

困った時はご相談下さい。 

浅見みどりの連絡先はコチラ↓↓ 

メール kwiiykchan@tbz.t-com.ne.jp 

電話 080(3086)2422 

※ 窓口への同行します。 

※ どうしたらいいかよくわからない方も、

「とりあえず保険を解約しよう」と考えて

いる方も、その前にぜひご相談下さい。 

例えばあなたも・・・ 

国保の減免対象になるかも！ 

下水道・電気料金支払の猶予が利用できる

かも！家賃に公的給付を受けられるかも！

申請書が難しい、自分が対象になるか分か

らないという方もまずはご相談ください。 

あなたのくらしを守るお手伝いをします。

一緒に対策を考えましょう。 

千代田区では、介護施設での感染予防の徹底の

ため、区内の介護施設で働く職員全員に、おおむ

ね３カ月ごとに定期的なＰＣＲ検査の実施を決定

しました。区内の特養ホーム、グループホーム、シ

ョートステイの職員を対象に、医師の指導のもと

各施設で唾液を採取して検査する予定です。また、

７月から区内の介護施設に新しく入居する高齢者

に対し、医師や看護師が自宅を訪問してＰＣＲ検

査を実施。千代田区は「高齢者やエッセンシャル

ワーカーを守るための取り組み」としています。

この視点は重要です。 

本来であれば国が責任を持って進めるべきＰＣ

Ｒ検査ですが、千代田区・世田谷区を始め、複数の

自治体が独自で政策を進めています。 

市内飲食店の方も、介護施設勤務の方も、ＰＣ

Ｒ検査があれば安心できるとお話されています。 

東村山市長も検査の重要性については認めてい

ますが、清瀬市と合同のＰＣＲ検査センターの具

体化はこれからです（8/25時点）日本共産党市議

団は、早急な検査の拡充を求めていきます。 

日本共産党の志位和夫委員長が７月２８日に、

新型コロナウイルスの感染急拡大を抑止するた

め、政府に「緊急申し入れ」を行い、⑴自民党議員

も含めた超党派「医師国会議員の会」が賛同意見

⑵東京都医師会も感染震源地への徹底検査を要求

⑶日本医師会の有識者会議も無症状感染者を含め

た検査体制の確立を提唱するなど前向きな流れ

が起きています。共産党の申し入れ内容は次の４

点を要請しています。 

(1)感染震源地を明確にし、その地域の住民や

在勤者に網羅的で大規模なＰＣＲ等検査を実施 

(2)地域ごとの感染状況の情報開示 

(3)医療機関、介護施設、福祉施設、保育園・

幼稚園、学校などに勤務する職員等への定期的 

なＰＣＲ検査の実施 

(4)検査によって明らかとなった陽性者を保護・

治療する体制を緊急につくりあげる 

――詳しくはコチラをご覧いただくか、資料を

お届けしますのでご連絡下さい。 

新型コロナＱ＆Ａ  

第５弾 ＰＣＲ拡大で感染広げない 

 

ＰＣＲ検査拡大を求める緊急申し入れ 
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